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	参加目的：
強相関電子系物質に関する国際会議SCES2014において、新規混合アニオン系超伝導体BaTi2Pn2O (Pn = Sb, Bi)に関する研究成果についての発表を行うことで、自身の研究内容を世界に向けて発信することを目的とした。また各国の研究者の発表を聞き、彼らと交流することで、最新の情勢について調査し、研究のさらなる発展へとつなげることを期待した。

	会議の状況：
会議は、強相関電子系物質を専門とする865人で構成され、口頭発表、ポスター発表ともに非常に活発に議論がなされていた。重い電子系、磁性、理論など多岐にわたるセッションが行われており、また本申請者の専門分野である超伝導体に関する講演も多く、非常に有意義であった。

	成果概要：
申請者は新超伝導体BaTi2Pn2Oに関するポスター発表を行ったが、BaTi2Pn2Oは結晶構造が銅酸化物超伝導体に類似、電子相図が鉄砒素系超伝導体に類似、とこれまで発見されている高温超伝導体と高い類似性を示している。このことから、実験・理論を問わず数多くの研究者に興味を持っていただき、多くの有益な議論や様々な視点からのコメントをいただくことができた。中には、BaTi2Pn2Oに関する理論研究の論文をこれまでに発表されている方も居られ、同物質について親しく議論させていただいた。
口頭発表聴講では、幅広い分野における知識や発展を知ることができた。ポスターセッションでは、超伝導体や新物質探索など申請者と関連が深い分野で活躍する研究者たちの発表を聞き、議論することが出来て大変良い刺激が得られた。本国際会議派遣で得られた経験をぜひ今後の研究へと役立てていきたい。


